
 

 

 

２０２３年１２月１５日 

損害保険ジャパン株式会社 

 

ＳＯＭＰＯ流「逃げ地図」づくりワークショップの本格展開 

 

損害保険ジャパン株式会社（代表取締役社長:白川 儀一、以下「損保ジャパン」）は、災害に強い

地域社会づくりを目指し、２０２３年４月に認定 NPO法人日本都市計画家協会に設立された「逃げ地

図研究会」（会長：山本 俊哉）に参画し、逃げ地図※１づくりの普及を試行的に行ってきました。半年

間、一部の地域や企業でワークショップを開催し、先行してご参加いただいたお客さまからの評価を

踏まえ、今般、全国で展開することを決定しました。また、本ワークショップには、公益社団法人セ

ーブ・ザ・チルドレン・ジャパンと協働で普及活動を行う「子どものための心理的応急処置」の紹介

もプログラムに組み込み、展開します。 

  

１． 背景 

近年、気候変動により自然災害が激甚化・頻発化・集中化しており、海や河川とともに暮らしてき

た日本の地域社会における最大の社会課題となっています。一方で、内閣府の調査※２では自然災害の

リスクを認識しているものの、災害に備える行動に一歩踏み出せないという課題があり、今後さらに

防災意識を高め、地域でのつながりを活性化させることが求められています。 

このたび損保ジャパンが本格展開を開始するＳＯＭＰＯ流「逃げ地図」づくりワークショップは、こ

うしたニーズに応えるもので、当社が全国各地で開催することにより、地域で助け合う「共助」と防災

や避難を自分ごと化して守る「自助」の形成に貢献します。加えて、当社がこれまで培ってきた事故対

応におけるリスクの知見や防災ソリューションなどの提供により、災害に強い地域社会づくりに取り組

みます。 

 

※１ ｢逃げ地図｣は株式会社日建設計の登録商標です。https://www.nikken.co.jp/ja/insights/benefits_of_the_escape_map.html 

詳細は逃げ地図ホームページをご覧ください。https://nigechizu.jsurp.jp 

※２ 内閣府防災白書 https://www.bousai.go.jp/kaigirep/hakusho/r05/honbun/t1_2s_04_01.html 

 

２． 概要 

（１）逃げ地図づくりの概要 

逃げ地図づくりは、目標とする避難地点までの時間を色鉛筆で塗分ける手作りの地図で、道路や通

路が色塗りされることで直感的に危険な場所や逃げる方向を理解することができます。地域住民など 

が自ら作成すること、地図を見ながら参加者同士で話し合うことがワークショップの特徴で、地域課

題の発見や世代間のリスクコミュニケーション促進にもつながっています。 

現在は認定 NPO法人日本都市計画家協会設立の「逃げ地図研究会」が普及活動を行っており、損保

ジャパンは社会実装の加速に向けて取り組みます。  

 

 

 

https://www.nikken.co.jp/ja/insights/benefits_of_the_escape_map.html
https://nigechizu.jsurp.jp/


 

（２）ＳＯＭＰＯ流「逃げ地図」づくりワークショップの取組み 

損保ジャパンでは、２０１５年から NPO法人プラスアーツと協働で将来を担う子どもおよびその保

護者を対象とした防災教育「防災ジャパンダプロジェクト」を開始し、２０２３年３月末までに全国

で５０３回開催してきました。今回ＳＯＭＰＯ流「逃げ地図」づくりワークショップを新たなコンテ

ンツとして追加し、親子以外にも防災教育の対象を拡大していきます。 

また当社は２０２２年６月より、公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパンと協働で災害時

における「子どものための心理的応急処置（Psychological First Aid、通称子どものための PFA）」

の普及や放課後児童クラブ（学童保育）の防災支援活動に取り組んでいます。ＳＯＭＰＯ流「逃げ地

図」づくりワークショップには、子どものための PFAや、災害時の対応で役立つ情報の紹介を組み込

んで展開することとしました。なお、ワークショップの構成にあたっては、明治大学山本俊哉研究室

の監修を受けています。すでに全国３か所でワークショップのトライアルを実施し、参加いただいた

皆さんや自治体、企業等から内容を高く評価いただいています。 

 

 

３． 今後について 

損保ジャパンは、あらゆるステークホルダーとの協働により、災害に強い地域社会づくりを通じて

事故・災害で悲しむ人をゼロにするという究極的な目標に向けて積極的に取り組みます。また、

「“安心・安全・健康のテーマパーク”により、あらゆる人が自分らしい人生を健康で豊かに楽しむ

ことのできる社会を実現する」というＳＯＭＰＯのパーパス実現に向けて、ブランドスローガン

「Innovation for Wellbeing」を具現化する取組みを通じてサステナブルな社会の実現に貢献してい

きます。 

 

以上 

 

 


